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継続 新任

高千穂町消防団

定　員　530人
団員数　427人

機動分団
　本  部 平野　竜寛
　第1部 俵 　義雄
　第2部 佐藤　政雄
第1分団
　第1部 橋本　太喜
　第2部 甲斐　愛享
　第3部 伊藤　勝行
　第4部 川邊　浩平
第2分団
　第1部 原田　晃成

　第2部 冨髙　浩二
　第4部 飯干　秀幸
第3分団
　第1部 坂本　将丈
　第2部 飯干　公昭
第4分団
　機動部 都 　俊作
　第1部 工藤　清章
　第2部 甲斐　末喜
　第3部 佐藤　尊文

第5分団
　本  部    甲斐　順久
　第1部 田部　 淳
　第2部 佐藤　秀樹
　第3部 佐藤　祐介
　第4部 中野　大輔
第6分団
　第1部 田上　厚志
　第2部 壷田　和宏
第7分団
　第1部 河内　 誠

　第2部 林 　雄二
　第3部 内倉　慎一
第8分団
　第1部 工藤　寛之
　第2部 佐藤　健太
　第3部 工藤　潤也
第9分団
　第1部 佐藤　卓哉
　第3部 佐藤　勇仁

機動分団
　第1部 池田　 敬
第1分団
　第1部 飯干　良次
　第2部 甲斐　 烈
　第3部 松並　 翔
 甲斐　靖敏
　第4部 飯干　誠也
第2分団
　第1部 佐藤宏次朗
　第2部 戸髙　淳一

 戸髙　美泰
　第4部 飯干健史郎
第3分団
　第1部 飯干　敦士
 坂本　武志
　 飯干　友博
　第2部 原田　貴彦
第4分団
　機動部 工藤　鉄平
　第1部 靏野　誉暢
 中西　真介

　第3部 馬原　 勇
　　　　　佐藤　祐太
第5分団
　第1部 甲斐　幹典
 木下　智博
　第2部 佐藤　旭将
　第3部 工藤　信幸
　第4部 戸髙裕一郎
第6分団
　第1部 有藤　賢宏

第7分団
　第1部 武田　紘幸
　第2部 興梠優一郎
　第3部 安在　 優
第8分団
　第1部 松川　章徳
　第2部 甲斐　純一
　第3部 工藤　捺樹
第9分団
　第1部 西田　忠之

第1分団
　第2部 田﨑　潤生
第２分団
　第3部 甲斐　稔史
　　　　　坂本　昂大
　第4部 佐藤　勇斗
第4分団
　第3部 佐藤慎一郎
第5分団
　第2部 甲斐　哲哉
　第3部 佐藤　弘大
第7分団
　第1部 内倉　尚輝
　第2部 竹次　駿育
　第3部 安在　昌大
第8分団
　第3部 池見　 優

佐藤春男（団長）
河内喜久・小林直樹・戸高光洋（分団長）
馬原睦佳・谷川祐一（機‐本）、
興梠晴彦（1‐本）、大賀俊也・坂本広・興梠恵志・甲斐泰徳・佐藤和美・
田崎嘉幸・冨士野真二（1‐1）、興梠竜也（1‐2）、河村清人（1‐3）
押方修一（2‐1）、佐藤琢哉（2‐2）
佐藤公範（3‐本）、飯干克敏（3‐1）、飯干善安・佐藤三夫（3‐2）、
小笠原正健・佐藤康雄（4‐本）、工藤晃稔（4‐機）、甲斐正和・河野行則
（4‐1）、佐藤優（4‐2）、湊拓馬（4‐3）
佐藤淳次（5‐本）、渡辺和成・木下陽一・甲斐直人・甲斐洋平（5‐1）、　
富髙英幸・甲斐辰裕・酒井貴洋（5‐2）、丸本隆生・富髙信也・甲斐敬太・
富髙修平・甲斐旨樹（5‐4）
内倉裕治・安在隆徳（6‐1）、瀬井明人（6‐2）
須藤泰章（7‐本）、伊東一喜（7‐1）、興梠晴彦（7‐2）
佐藤正臣（8‐本）、𠮷田邦仙・荒内一郎・甲斐聡（8‐1）、田邊貴紀・佐藤
高廣（8‐2）
飯干直樹・田部隆二（9‐1）、工藤渉（9‐3）

所属 分団長 副分団長
機動分団 甲斐　恒平 興梠　竜一
第1分団 古城　 毅 甲斐　義幸
第2分団 冨髙　徹雄 𠮷田　竜太
第3分団 飯干　健正 坂本　卓之
第4分団 佐藤　康啓 工藤慎一郎
第5分団 甲斐　升英 丸本　秀徳
第6分団 甲斐　 豊 田上　幸生
第7分団 村上　辰生 新名　喜八
第8分団 佐藤　光弘 江藤　真也
第9分団 大賀　政和 江藤　利彦

河内　義賢

馬原　 祥
今長　 大

佐藤　恒和
甲斐　圭二
中薮　紘志
廣木　哲也
戸髙　康弘
佐藤　毅志
竹次　誠輝
佐藤　 剛
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佐藤ガバナー (中央)と高千穂ライオンズクラブ会員高千穂バーガーを頰張る高校生(地域みらい留学生の3名)

全
国
青
年
農
業
者
会
議
　
　
　
　    

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
優
秀
賞
受
賞

　
馬
﨑
太
志
さ
ん(

玄
武)

が
、
第

60
回
全
国
青
年
農
業
者
会
議
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表(

畜
産
経
営

の
部)

に
お
い
て
、
全
国
農
業
青

年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
馬
﨑
さ
ん
は
、
受
胎
率
の
向

上
や
分
娩
事
故
率
の
低
下
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
や
経
営
、
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
の
課
題
解

決
な
ど
を
発
表
。
こ
の
取
組
み

を
地
域
に
向
け
て
継
続
的
に
情

報
を
発
信
し
、
農
家
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
西
臼
杵
地
域
の
畜
産

業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

述
べ
ま
し
た
。　

ま
さ
き　
た
い
し

M
R
T
環
境
賞

　
　
　
　
S
D
G
s
優
秀
賞
受
賞

　
五
ヶ
所
高
原
ゴ
マ
姫
の
草
原

を
守
る
会(

甲
斐
英
明
会
長)

は
、

県
が
動
植
物
の
重
要
生
息
地
と

し
て
保
護
区
に
指
定
し
て
い
る

五
ケ
所
地
区
に
お
い
て
、
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
や
ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、

ヒ
メ
ユ
リ
な
ど
の
希
少
動
植
物

を
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
食
害
や

盗
掘
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
地

元
住
民
ら
と
活
動
。
柵
の
設
置

や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

刈
っ
た
草
を
牛
の
餌
や
敷
き
わ

ら
な
ど
に
活
用
。
S
D
G
s(

12

番
・
15
番)

の
取
り
組
み
と
し
て

評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
で
あ
き

ライオンズクラブ国際協会
ミニログハウス１棟を寄贈

　
４
月
26
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会
３
３
７

－

Ｂ
地
区(

大
分
・

宮
崎)

リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
哲
章
ガ
バ

ナ
ー
ら
が
町
長
室
を
訪
れ
、
同
月
10

日
に
本
町
で
開
催
し
た
第
68
回
年
次

大
会
の
記
念
と
し
て
、
ミ
ニ
ロ
グ
ハ

ウ
ス
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
６
畳
ほ
ど

の
広
さ
で
、
町
中
央
公
民
館
に
併
設

し
、
読
み
聞
か
せ
や
会
議
室
と
し
て

活
用
。
６
月
に
高
千
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が
組
み
立
て
を
行

い
完
成
す
る
予
定
で
す
。

ついに商品化！？
高千穂バーガー販売会

　
4
月
30
日
、「
輝
く
高
千
穂
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」(

昨
年
12

月
開
催)

に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
と

な
っ
た
「
高
千
穂
バ
ー
ガ
ー
」
の
販

売
が
、が
ま
だ
せ
市
場「
鬼
八
の
蔵
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
販
売
さ
れ
た
バ
ー
ガ
ー
は
、
し
し

肉
・
し
い
た
け
・
ヤ
マ
メ
の
3
種
類
。

提
案
者
の
ひ
と
り
工
藤
真
桜
さ
ん

は
、「
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
う
れ

し
い
。
今
後
、
販
売
と
な
れ
ば
町
内

の
人
が
よ
く
食
べ
る
も
の
と
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 た

か
あ
き

ま　
お

たかちほっとニュース


